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日
本
の
伝
統
文
化
は
、
人
の
さ
ま
ざ
ま
な

日
々
の
暮
ら
し
に
、
四
季
折
々
の
自
然
と
の

調
和
に
よ
っ
て
生
ま
れ
育
ま
れ
継
承
さ
れ
て

き
た
。
そ
の
文
化
の
根
源
を
担
っ
た
の
は
お

お
む
ね
信
仰
か
ら
発
す
る
こ
と
が
多
い
。
日

本
の
豊
か
な
自
然
は
人
を
そ
の
懐
に
包
み
こ

み
、
人
も
ま
た
、
自
然
そ
の
も
の
に
脅
威
と

恵
み
を
兼
ね
備
え
た
人
間
を
超
え
た
存
在
を

感
じ
取
り
、
神
と
し
て
崇
め
信
仰
の
対
象
と

し
て
き
た
。
人
と
自
然
と
の
関
り
を
表
現
し

た
の
が
神
話
で
あ
り
・
そ
の
土
地
に
根
付
い

た
風
土
記
・
説
話
で
あ
る
。

　

こ
の
高
岡
の
地
に
も
説
話
が
あ
る
。

　

神
の
山
と
仰
が
れ
た
二
上
山
の
中
腹
（
前

の
御
前
）
に
鎮
座
す
る
射
水
神
社
摂
社
「
悪

王
子
社
」
に
悪
王
子
伝
説
が
語
り
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

　
「
神
代
の
頃
よ
り
、
悪
王
子
の
神
が
二
上

山
を
護
っ
て
い
た
。
そ
の
悪
王
子
神
が
越
中

一
円
か
ら
年
齢
十
五
歳
以
上
の
娘
を
毎
月
五

人
、
年
間
六
十
人
を
人
見
御
供
と
し
て
荻
布

村
ま
な
板
橋
に
献
ず
る
こ
と
を
強
要
し
、
そ

の
見
返
り
に
順
調
な
天
候
と
五
穀
豊
穣
を
約

束
し
た
。・
・
・
・
」

　

こ
の
説
話
の
中
の
悪
王
子
神
は
、「
霊
力
」

が
あ
り
「
大
忌
神
」
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
大
忌
神
の
「
忌
」
は
斎イ
ミ

の
意
で
あ
り
、

大
い
に
斎い
み

祀ま
つ

れ
ば
風
水
害
も
な
く
五
穀
豊
穣

を
齎
し
て
く
れ
る
神
で
あ
り
、
し
か
し
祀
り

を
怠
れ
ば
大
い
に
タ
タ
リ
を
お
こ
す
神
で
あ

る
。
毎
月
五
人
の
人
見
御
供
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
は
、
度
々
起
こ
る
射
水
川
（
小
矢
部
川
）

千
保
川
（
庄
川
）
の
氾
濫
に
よ
り
死
者
が
で

る
ほ
ど
の
自
然
の
脅
威
に
対
し
、
祀
り
事
の

厳
守
す
る
事
を
指
す
。
そ
し
て
越
中
一
円
か

ら
人
見
御
供
を
強
要
し
た
こ
と
は
「
二
上
山
」

の
信
仰
形
態
を
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

神
話
は
創
造
的
な
現
古
に
起
こ
っ
た
出
来

事
、
こ
と
に
人
生
に
と
っ
て
本
質
的
な
、
宇

宙
、
人
間
、
重
要
な
文
化
要
素
の
起
源
に
つ

い
て
語
り
、
現
在
の
存
在
秩
序
を
基
礎
づ
け

て
い
る
。
神
話
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
た
こ
の

現
古
の
出
来
事
が
、
現
在
の
自
然
と
人
間
を

基
礎
づ
け
て
お
り
、
又
、
人
が
則
る
べ
き
行

動
の
規
範
を
提
供
し
て
い
る
。
そ
し
て
神
話

を
根
本
に
し
て
地
方
地
方
に
説
話
・
民
話
が

語
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

昨
今
、
社
会
状
況
が
混
沌
と
し
、
予
期
せ

ぬ
事
件
が
頻
繁
に
起
き
て
い
る
こ
と
は
、
人

が
則
る
べ
き
行
動
の
規
範
の
欠
如
に
起
因
す

る
。

　

さ
る
三
月
二
十
八
日
付
け
で
文
部
科
学
省

は
小
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
の
中
に
、
小

学
校
の
国
語
教
育
で
、
神
話
・
伝
承
な
ど
の

本
や
文
章
を
読
み
聞
か
せ
る
こ
と
が
追
加
さ

れ
、
伝
統
文
化
の
尊
重
も
強
調
さ
れ
た
こ
と

は
、
社
会
浄
化
の
第
一
歩
で
あ
り
、
今
後
、

教
育
の
現
場
で
正
し
く
実
行
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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四
月
十
八
日
が
日
吉
社
の
春
祭

り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

二
上
山
頂
第
一
の
峰
（
俗
称
、

奥
の
御
前
）
に
鎮
座
し
て
お
り
、

そ
の
標
高
は
二
百
七
十
四
米
と
、

数
値
の
み
を
見
れ
ば
高
山
と
比
べ
、

見
劣
り
す
る
高
さ
だ
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
富
山
平
野
全
体
を
眼
下
に

見
下
ろ
す
こ
と
の
で
き
る
景
勝
地

で
あ
り
ま
す
。

　

四
月
二
十
七
日
に
院
内
社
の
春

祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
高
岡
市

二
上
地
内
に
あ
る
、
山
園
町
の
方
々

が
中
心
と
な
り
祭
祀
を
執
り
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

先
年
、
そ
の
山
園
町
の
自
治
会

長
さ
ん
が
、
郷
土
の
歴
史
を
後
世

に
伝
え
よ
う
と
、
一
編
の
冊
子
を

刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
研
究

進
捗
を
当
社
で
も
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

日
吉
社

　

五
月
十
三
日
に
悪
王
子
社
の
例

祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
二
上
山

第
二
の
峰
（
俗
称　

前
の
御
前
）

に
鎮
座
す
る
同
社
は
、
昨
年
秋
に

境
内
地
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

本
年
は
暖
冬
の
影
響
も
あ
り
、
降

雪
に
よ
る
劣
化
も
少
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
何
れ
に
せ
よ
遠

隔
地
で
あ
る
た
め
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

悪
王
子
社

院
内
社

今
号
は
境
外
末
社
の
祭
り
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

祭
事

あ
れ
こ
れ
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越
中
の
食
彩

　

妊
娠
や
子
供
の
誕
生
、
成
長
の

過
程
で
、子
供
が
無
事
に
生
ま
れ
、

丈
夫
に
育
つ
こ
と
を
願
う
さ
ま
ざ

ま
な
産
育
に
関
わ
る
神
事
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

妊
娠
五
ヶ
月
目
（
地
域
に
よ
っ

て
日
数
に
相
違
）
の
戌
（
い
ぬ
）

の
日
に
は
、
帯
祝
い
と
称
し
て
、

妊
婦
の
腹
に
木
綿
の
布
で
作
ら

れ
た
腹
帯
（
岩
田
帯
）
を
巻
き
ま

す
。
こ
れ
を
戌
の
日
に
お
こ
な
う

の
は
、
犬
は
多
産
と
い
う
こ
と
に

あ
や
か
る
た
め
や
、
こ
の
世
と

来
世
を
往
復
す
る
動
物
と
考
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
よ
く
吠

え
て
家
を
守
る
た
め
邪
気
を
払
う

意
味
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
腹
帯
に
は
胎
児
を

保
護
す
る
意
味
が
あ
る
ほ

か
、
胎
児
の
霊
魂
を

安
定
さ
せ
る
な
ど
信

仰
的
な
意
味
も
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

皇
室
に
於
い
て
も
、
一
般
の
帯

祝
い
と
同
様
の
「
着
帯
（
ち
ゃ
く

た
い
）の
儀
」が
あ
り
、御
懐
妊
五
ヶ

月
目
の
戌
の
日
に
、「
内
着
帯
」（
仮

着
帯
）
を
行
い
、
九
ヶ
月
目
の
戌

の
日
に
正
式
な
「
着
帯
の
儀
」
が

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
儀
式
に
用
い

ら
れ
る
帯
は
、
ま
ず
、
宮
中
三
殿

に
納
め
ら
れ
、
そ
の
後
に
着
帯
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

生
後
三
十
日
前
後
に
氏
神
様
に

お
参
り
す
る
こ
と
を
初
宮
参
り
と

い
い
、
神
様
の
お
力
に
よ
り
こ
の

世
に
生
を
享
け
た
こ
と
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
氏
子
の
一
員
と
し

て
氏
神
様
に
承
認
戴
く
行
事
で
す
。

ま
た
、
百
日
前
後
に
お
食
い
初
め

と
い
い
、
お
祝
い
の
食
事
を
食
べ

さ
せ
る
行
事
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
も
一
生
食
物
に
不
自
由
な
く
過

ご
せ
る
よ
う
に
と
い
う
願
い
が
こ

め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

斉
藤
秀
俊

鮨
剣

氷見マグロ鮨

氷
見
の
マ
グ
ロ

　

毎
年
５
月
も
下
旬
に
な
る
と
、
一
本
60
裴
以
上
の

大
き
な
マ
グ
ロ
が
氷
見
の
定
置
網
に
入
っ
て
く
る
。

我
々
富
山
県
民
が
初
夏
の
訪
れ
を
感
じ
る
時
で
も
あ

る
。
マ
グ
ロ
と
言
え
ば
日
本
人
に
と
っ
て
、
マ
グ
ロ

そ
の
も
の
の
姿
に
お
目
に
か
か
る
こ
と
は
少
な
い
が
、

そ
れ
で
も
最
も
馴
染
み
の
あ
る
魚
の
一
つ
で
あ
る
。
一

口
に
マ
グ
ロ
と
言
っ
て
も
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
・
メ
バ
チ
・

ビ
ン
ナ
ガ
・
キ
ハ
ダ
な
ど
の
種
類
が
あ
る
が
、
中
で

も
ク
ロ
マ
グ
ロ
は
ホ
ン
マ
グ
ロ
と
呼
ば
れ
、体
長
３
ｍ
、

体
重
３
０
０
kg
に
も
達
す
る
大
き
な
魚
で
、
マ
グ
ロ

の
仲
間
で
は
最
も
大
き
く
、
肉
は
赤
身
で
と
く
に
背

や
腹
の
霜
降
り
状
の
部
分
が
ト
ロ
で
と
け
る
様
な
格

別
の
美
味
し
さ
が
あ
る
。

　

ホ
ン
マ
グ
ロ
の
脂
身
（
ト
ロ
）
は
現
代
で
は
高
級

魚
で
あ
る
。
縄
文
時
代
か
ら
食
さ
れ
、
真
逆
か
江
戸

時
代
に
は
脂
身
は
下
品
と
さ
れ
捨
て
ら
れ
て
い
た
と

聞
き
現
代
で
は
誠
に
勿
体
な
い
話
で
あ
る
。

　

さ
て
そ
の
ホ
ン
マ
グ
ロ
は
、
回
遊
す
る
そ
の
一
部
が

日
本
海
流
が
北
上
す
る
の
に
乗
っ
て
、
能
登
半
島
の

沖
合
ま
で
来
て
富
山
湾
に
入
っ
て
く
る
。
丁
度
氷
見

の
沖
７
km
あ
た
り
で
暖
流
と
寒
流
が
ぶ
つ
か
る
地
点

が
あ
り
、
そ
の
為
湾
内
の
定
置
網
に
入
る
と
い
う
訳

で
あ
る
。
な
か
で
も
６
月
上
旬
か
ら
下
旬
迄
の
二
十

日
間
く
ら
い
の
間
は
、
そ
の
肉
質
に
水
気
が
少
な
く
、

身
の
締
ま
り
が
良
く
マ
グ
ロ
と
し
て
最
高
の
状
態
の

も
の
が
揚
が
る
。
回
遊
の
時
期
と
マ
グ
ロ
の
肉
質
が

良
い
時
が
一
致
す
る
氷
見
マ
グ
ロ
が
全
国
的
に
も
有

名
に
な
っ
た
訳
で
あ
る
。
し
か
し
回
遊
途
中
で
ま
だ

マ
グ
ロ
が
若
い
故
、
脂
の
乗
り
が
薄
く
、
大
ト
ロ
・

中
ト
ロ
と
い
う
訳
に
は
い
か
な
い
が
、
こ
と
赤
身
に

つ
い
て
い
え
ば
鮮
度
の
良
い
魚
の
身
は
お
お
む
ね
ム

チ
ム
チ
感
は
あ
る
が
、
地
の
マ
グ
ロ
の
足
元
に
も
及

ば
な
い
。
一
度
食
し
た
人
は
、つ
き
た
て
の
餅
み
た
い
、

う
い
ろ
の
様
だ
、
い
や
生
ゴ
ム
の
弾
力
だ
。
い
ず
れ

に
せ
よ
抜
群
の
食
感
で
あ
る
。

　

鮨
職
人
と
し
て
魚
と
シ
ャ
リ
（
米
）
の
微
妙
な
取

り
合
わ
せ
が
鮨
の
鮨
た
る
所
以
で
あ
る
が
、
地
の
マ

グ
ロ
の
肉
質
を
考
え
た
時
、
誠
に
悩
ま
し
い
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
弾
力
ゆ
え
醤
油
を
ほ
と
ん
ど
跳
ね
付
け

る
の
も
大
き
な
特
長
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
恵
ま
れ
過
ぎ
て
気
付
か
な
い
こ
と
も
あ

る
食
の
安
全
、
食
の
自
給
率
を
考
え
る
時
、
一
年
を
通

じ
富
山
湾
は
魚
の
宝
庫
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
自
然
の

生
け
簀
で
あ
る
。
こ
の
恵
み
を
授
け
て
下
さ
っ
た
神

に
も
感
謝
を
忘
れ
ず
、
い
つ
ま
で
も
こ
の
自
然
が
続

く
こ
と
に
深
く
祈
り
を
捧
げ
た
い
。

出
産
と
育
児
に
関
す
る

　
　

神
事
な
ど
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

教
え
て
下
さ
い

射水神社安産祈願のおさがり
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発　

行　

射
水
神
社

発
行
所　

〒
九
三
三
ー
〇
〇
四
四 

高
岡
市
古
城
一
ー
一

T
E
L　
（
〇
七
六
六
）
二
二
ー
三
一
〇
四

F
A
X　
（
〇
七
六
六
）
二
一
ー
三
七
一
五

印
刷
所　

キ
ク
ラ
印
刷
株
式
会
社

　

古
来
、
四
門
と
い
う
所
は
、
南
門

は
今
の
大
門
町
、
西
門
は
手
洗
野
、

北
門
は
渋
谷
（
雨
晴
）、
東
門
は
城
光

寺
村
で
あ
る
。
寺
社
領
一
里
四
方
を

元
正
天
皇
よ
り
賜
っ
た
。
行
基
は
国

家
安
全
の
た
め
鷹
王
山
、
大
岩
山
等

を
建
立
し
て
当
山
に
帰
り
、
人
身
御

供
の
民
数
千
人
の
供
養
と
し
て
一
万

部
の
経
文
を
浄
写
し
た
。
そ
の
経
文

を
納
め
た
塚
が
二
上
山
に
あ
る
。
地

主
悪
王
子
大
権
現
へ
は
毎
月
右
の
人

身
御
供
を
備
え
て
、
月
々
五
日
宛
お

供
え
す
る
約
束
を
せ
ら
れ
た
。
そ
の

旨
元
正
天
皇
へ
申
し
上
げ
ら
れ
、
元

正
天
皇
よ
り
人
身
御
供
の
代
わ
り
に
、

地
内
か
ら
各
戸
毎
に
十
五
歳
以
上
よ

り
初
穂
米
を
一
升
二
合
宛
、
神
に
供

え
る
よ
う
お
命
じ
に
な
っ
た
。
そ
れ

よ
り
毎
年
知
識
御
穀
米
を
集
め
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
朱
雀
天
皇
の
御

代
、
承
平
年
間
の
源
平
の
兵
火
に
よ

り
堂
宇
す
べ
て
を
焼
失
し
た
。
そ
の

後
、
村
上
天
皇
の
御
代
、
天
暦
年
間

に
空
也
上
人
に
再
興
の
勅
命
が
下
さ

れ
、
堂
社
・
仏
閣
・
寺
院
百
ヶ
寺
が

建
立
さ
れ
た
。
二
上
山
大
権
現
、
地

主
悪
王
子
権
現
へ
の
お
供
え
も
備
え
、

国
家
安
全
の
祈
祷
も
勤
め
お
る
処
に
、

天
正
年
間
の
兵
火
に
よ
り
堂
社
・
仏

閣
が
再
び
焼
失
し
た
。
残
っ
た
僧
侶

も
三
ヶ
寺
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
加
賀
大
納
言
前
田
利
長

公
が
参
拝
さ
れ
荒
れ
果
て
た
様
子
を

御
覧
に
な
り
、
本
堂
・
拝
殿
等
建
立

を
命
ぜ
ら
れ
、
御
供
領
の
石
高
も
ご

寄
進
せ
ら
れ
た
。
山
内
の
拝
領
地
は
、

西
は
海
老
坂
山
境
よ
り
、
東
は
城
光

寺
の
境
、
北
は
小
竹
山
の
境
迄
置
か

れ
た
。
拝
領
地
の
書
類
は
所
持
し
て

い
る
。
そ
の
後
、
宝
永
年
間
、
利
常

公
よ
り
寺
領
拝
領
が
な
さ
れ
、
先
例

の
通
り
、
越
中
国
四
郡
か
ら
初
穂
米

を
取
り
立
て
る
こ
と
を
お
許
し
に
な

り
、
毎
年
取
り
立
て
て
い
る
。

一
、
神
代
よ
り
二
守
と
申
す
理

由
は
今
以
て
牛
王（
護
符
）に

二
守
と
あ
る
か
ら
で
、
二
上

と
改
め
ら
れ
た
の
は
、
養
老

元
年
大
和
國
の
二
上
山
を
勸

請
し
た
故
で
あ
る
。

一
、
四
門
の
内
、
手
洗
野
に

有
る
二
王
門
は
寛
永
年
中
に

今
の
所
に
移
し
た
。
す
な
わ

ち
、
二
王
尊
、
駒こ
ま

狗い
ぬ

は
運
慶

の
作
で
あ
る
。

二
上
山
養
老
寺高岡城本丸跡にある前田利長像

⑨
射
水
神
社　

社
伝（
そ
の
２
）

　
「
越
中
二
守
山
由
来
」の
要
約

　

の
続
き
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うつくしの杜 夏フェスタ

うつくしの杜、結婚式場

〒933-0044 高岡市古城１番１号（高岡古城公園内）

(0766)22－0808お 問 合 せ

̶うつくしの杜ブライダルフェアのご案内̶

平
成20年７月13日（日）
10：00～18：00
・模擬挙式　11：00～・14：00～
・結びのセレモニー・ビデオレター
・会場コーディネート
・引出物展示
・試食会・ケーキ試食

婚礼相談会
平
成20年７月５日（土）・12日（土）
　　　　  19日（土）・21日（月）
10：00～ 17：00
・相談会
・結婚式場、披露宴会場見学
・婚礼DVD上映

U R L http://www.imizujinjya.or.jp

j in jya-k@mbs.sphere.ne. jpEメール

参

集

殿

通

信

こ
の
誓
い
は
、
神
に
・
永と

久わ

に
・
共
に

平成20年4月挙式　大倉家　伊藤家　ご披露宴
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